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1．．．．背景背景背景背景・目的・目的・目的・目的    

沖縄県では降雨時の河川や海域への赤土流出

が問題となっている．赤土流出の発生源のひと

つである農地では，沈砂池などの赤土流出防止

施設を造成し赤土流出の軽減に努めている．一

方，赤土流出に伴い栄養成分も流出することが

明らかにされている．栄養成分は水環境の水質

汚濁要因であるため，栄養成分の流出防止も重

要である．沈砂池での削減対象成分が土砂であ

ることに着目すると，沈砂池では懸濁態栄養成

分を削減できることが期待される． 

既往の研究で，沈砂池において懸濁態窒素が

削減され，さらに懸濁態窒素の削減率は浮遊土

砂の削減率も大きかったと報告されている．そ

の原因については明らかにされていないが，懸

濁態窒素は沈砂池で削減されやすい粗砂分・細

砂分に偏って分布しているためではないかと

考えられる． 

そこで本研究では，理想沈殿池における懸濁

態窒素の削減率を求めることを目的とした． 

2．．．．実験実験実験実験方法方法方法方法    

2.1 懸濁態窒素の沈降速度分布を求める実験懸濁態窒素の沈降速度分布を求める実験懸濁態窒素の沈降速度分布を求める実験懸濁態窒素の沈降速度分布を求める実験 

 懸濁態窒素の沈降速度分布を求めるため，以

下の実験を行った． 

(1)降雨時に採取された実際の懸濁試料水に含

まれる懸濁物質を顕微鏡で観察した．なお，

試料水は 2009年 6月 13日に採取されたもの

である． 

(2)沖縄島北部の畑地で採土した赤土の 2mm 

 ふるい通過風乾試料を使って，浮遊土砂を含

む懸濁試料水を作成した．採土地点は東村 2 

 

 

 

地点，嵐山 1 地点の計 3 地点で，試料名をそ

れぞれ東村 1，東村 2，嵐山とした． 

(3)各懸濁試料水の粒径別懸濁態窒濃度(PN)を

測定した．粒径を粗砂分(250µｍふるい残留

分)，細砂分(25µｍふるい残留分)およびシル

ト・粘土分(25µｍふるい通過分)の 3つに分け

た．粗砂分と細砂分については NC アナライ

ザー(NC-220F)，シルト・粘土分については

HACH 社 製 多 項 目 水 質 分 析 計

OdsseyDR/2500を用いて PNを測定した． 

(4)採土した赤土の粒度分布を求めた．既往の研

究結果から，沈砂池に到達する浮遊土砂の粒

径は約100µｍより小さい範囲に分布している

ことが明らかにされている．そこで，赤土の

106µｍふるい通過分に対して粒度試験を行っ

た．過酸化水素水による有機物分解後，分散

剤を加えて撹拌し，レーザ回折式粒度分布測

定装置(島津製作所，SALD-200VER)で測定し

た． 

(5)懸濁態窒素の沈降速度分布の作成 
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(1)式はストークスの沈降法則の式である．

(4)で求めた粒度分布の粒径を(1)式にあては

め，各粒径の沈降速度を求めた．また，赤土

の通過頻度に粒径別PNをかけ，各粒径のPN

頻度を求めた．以上より沈降速度を横軸，PN

頻度を縦軸とし，沈降速度分布を作成した． 

2.2 解析解析解析解析 

 本研究では，実際に造成されている沈砂池の 

調査結果をもとに理想沈澱池の水面面積を 
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図1. 懸濁態窒素の沈降速度分布(東村1)
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4000m2，流量を 1 m3/sと設定し，表面負荷率 

をWo=0.00025m/sに定めた． 

理想沈澱池におけるPNの削減率は次式で求 

めた． 
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ここで， 

有率の粒子の懸濁態窒素含沈降速度
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3．．．．結果および結果および結果および結果および考察考察考察考察 

 (1)顕微鏡による観察の結果，撹拌しただけの懸

濁試料水では有機物と無機物から成る集合体

が確認された．一方，有機物を分解した懸濁

試料水では集合体は見られなかった．この観

察結果より，懸濁物質は集合体として試料水

に存在していることがわかった．また，集合

体に見られた黄色い物質が，有機物分解後に

は見られなかったことから，この黄色い物質

が有機物であると考えられる．有機物が無機

物を接着し集合体が作られていると考えられ

る． 

 (2)表 1 は粒径別 PN の測定結果である．各試

料とも，細砂分の PNはシルト・粘土分の PN

より大きかった．これは，上記(1)の結果より，

懸濁物質が集合体として存在しているため，

懸濁態窒素を含む有機物の見かけのサイズが

大きいことが一因であると考えられる． 

(3)図1は東村1の懸濁態窒素の沈降速度分であ

る．破線は表面負荷率 0.00025m/sを示してい

る．灰色の部分は，理想沈澱池で削減される

懸濁態窒素の割合を示す．残りの 2 つの試料

についても同様の沈降速度分布が得られた． 

表 2 に理想沈澱池における PN 削減率を示

す．比較資料として浮遊土砂の削減率も示し

た．理想沈澱池において PN は削減される結

果が得られた．PN削減率は浮遊土砂削減率よ

りも大きかった．これは，沈澱池で削減され

やすい粗砂分と細砂分の PN が大きいためと

考えられる．嵐山はＰＮ削減率が大きかった．

これは表 1より，嵐山の粗砂分と細砂分の PN

が他の試料よりも大きいためである． 

4．まとめ．まとめ．まとめ．まとめ 

 理想沈澱池ではPNが削減されることがわか

った．細砂分の PNはシルト・粘土分の PNよ

りも大きかった．これは，懸濁物質が集合体を

形成するためであると考えられる． 

 

表 1．粒径別懸濁態窒素濃度(mg/kg) 

試料 粗砂分 細砂分 シルト・粘土分 

東村 1 50 380 316 

東村 2 0 30 12.5 

嵐山 1040 1320 238 

表 2．懸濁態窒素及び浮遊土砂の削減率（%） 

試料 懸濁態窒素 浮遊土砂 

東村 1 34.6 31.9 

東村 2 24.5 16.1 

嵐山 70.0 36.6 


